
１．研究主題「豊かな心を育てる算数教育」

「数量や図形についての基礎的・基本的な知識及び技能 「日常の」

事象について見通しをもち筋道立てて考え、表現する能力 「算数的」

活動の楽しさや数理的な処理のよさに気付き進んで活用しようとする

態度」の３点は、学習指導要領算数科の目標に、子供たちに育みたい

こととして設定されています。

私たちはこれら「知識、技能、能力、態度」を、算数科の学習内容

（算数的・数学的価値）と、学習する過程の価値とを、子供が自分ごととして実感するこ

とを通して育もうと考えます。私たちが「豊かな心」と押さえる上記三点は、まさに子供

が実感する姿としてあらわしたものといえます。

北数教がこれまで求めてきた子供の姿、育みたい豊かな心と、現在社会が要請するめざ

す子供像の両側面が、この研究主題のもととなっています。

この「豊かな心を育てる算数教育」という主題のもと、北数教小学

校部会の研究が積み上げられています。継続し深化を重ねる授業実践

を通し数々の成果が明らかになってきています。

○子供がお互いの考え方を比較しながら、新たな考え方を導きだそ

うとする姿

○子供たちが、お互いの見方に主体的にかかわっていこうとする姿

○既習と未習を意識することで、新たな問題意識を深めていく姿

このような子供たちの姿からは、算数的・数学的な価値のよさ、美しさを実感し、友達と

かかわり合いながらより価値あるものへ創り上げていこうとする「豊かな心」を見ること

ができます。これまでも、これからも、変わらぬ輝きを放つこの主題は、現在求められて

いるものとして耐え得るものどころか、今こそ求められているものと考えます。

今次研究は、この主題を達成するための副主題を「算数的な見方・考え方が広がる問題

解決学習」と設定し、授業研究を進めていきます。

私たちが子供に育みたい

「豊かな心」

数理や図形のしく 見通しをもち筋道 仲間と共に考え、

みの規則性や論理 たてて考え処理し 積極的に表現し合

性、明確さを ていく過程で 簡 い、一人一人の学、「

潔 ・明 瞭 さ 「 統 びを」

合・発展させるこ

と」を

認め合い高め合う心美しいと感じる心 求め続ける心

数理を追究する活動（算数的活動）を通して育む
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